
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 3回 理事会  

日 時 令和 6年 6月 14日  18:30～21:05 

場 所 Web会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小無田彰仁、浦川純二、重松康志、大石勝規 

志岐浩二、小柳 傑、飯野朋彦、池田章子、森健次郎、坂井孝行、小田慎也 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他内田由美子、前田和崇 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 

１）令和 6-7年度 組織図（案）ならびに組織役員リスト（案）について 

      組織図について 50周年事業の準備委員会を周年事業準備委員会に名称変更。骨折予防事業対策委員会
は今年度も受託の契約あり、残す形。まず、2024年度から 2025年度はこの形になることを承認。各
部局役員、所属等情報について変更点あり。地区部長、副部長について変更点あり。決定後、7月上旬
に委嘱状を出す予定。委員会の変更点について、組織運営検討委員会は委員長が井手副会長、副委員
長が坂井次長。災害対策委員会は委員長に井手副会長。学術大会評議委員会は検討。倫理委員会は委
員長未定。確認後、組織運営検討委員会にて承認したものを理事会承認という形をとる。審議の結
果、提案通り可決された。 

２）令和 6年度 定時総会報告および補正予算について 
   定時総会の方、出島メッセ長崎で開催。当日の会場出席 58 名。Web 出席 10 名。委任状は 1343 名。

計 1411 名。決算の方、予算 576,000 円のところ支出が 638,035 円でマイナス 62,035 円。内訳は通信
運搬費と食糧費が予算オーバー。良かった点として委任状の集計はスムーズ、初使用の会場だったが
ラブルなく運営できた。反省として、FAX での委任状返送を用意したが使用は少なく、次年度検討が
必要。総会資料の郵送方法変更あり、通信運搬費の予算超過となった。総会弁当は一般会員の参加者
含め会場出席者全員に配布したことで予算オーバー。課題として、会場費は抑えられたが書類作成等
の負担が大きかった。前年度に比べると当日のサポート体制に不安があった。Web 配信の準備負担が
参加人数に対して大きかった。今回 Web 出席 10 名に対し、島嶼部の出席は 2 名。来年度会場選定の
検討が必要。開催形式はハイブリッドの必要性を検討。次回、拡大理事会の開催として検討したい。
総会資料、委任状、議決権行使書などの事前送付物の費用対効果の検証も必要。予算超過に対し補正
予算となる。審議の結果、提案通り可決された。 

 ３）県内中学校から部活動支援（仮）の相談について 
   NPTA のお問い合わせフォームから相談あり。内容は個人的なもので、近隣の相談先を教えてほしい

というもの。中学校は関与せず。今後、依頼者側が学校や教育委員会を通した場合は会として検討す
るとして、今回は大村地区に相談内容について話を持っていく。審議は行われなかった。 

 ４）令和 6年度 長崎県理学療法士連盟研修会について 
  長崎県理学療法士協会共催で、連盟研修会を開催すれば生涯学習ポイントが取れるようになったこと

を受け、研修会を企画。今回はポイント付与のため県内外を問わず、1 回から 3 回まですべて参加費
1,000 円徴収。士会承認研修会の扱いになるため連盟側でセミナー登録から履修管理まで行う必要あ
り。開催形式は対面のみ。以上を連盟が承諾できれば、収入はすべて連盟側へ入ることとする。審議
の結果、提案通り可決された。 

５）田中まさし議員 九州ラウンドについて 
  田中まさし議員が 8月 22 日、23 日に長崎に来られる。22 日に佐賀から佐世保、23 日は長崎市内、島

原、24 日朝に天草に移動される。巡回施設については三役、組織運営検討委員会で協議し依頼する
形。スケジュールについては連盟で話してまた報告となる。審議は行われなかった。 

６）新入会承認について 
  総会員数 2298 名、在会会員 1971 名、休会 327 名。今月は入会 3 名、退会 1 名、復会 3 名、休会 6

名。審議の結果、提案通り可決された。 
７）第 35回学術大会について 

   第 35 回学術大会について、組織運営検討委員会において大石理事を大会長として推薦、承諾された。
準備委員長として庶務部の長谷川部長を推薦する。日程は 6月 28日、29日を第一候補とし、会場を探
す。審議の結果、提案通り可決された。 

（２）報告事項 
１）第 34回長崎県理学療法学術大会 準備委員会進捗状況報告について 

   参加申し込みについて、現地 223 名、うち県内 214 名。オンライン 249 名、うち県内 135 名。合計
472 名、うち県内 349 名。現地参加 250 人を目指す。13 時から開会式、来賓以外は大会長、準備委員
長、会長、副会長に参列いただく予定。２階会議室を理事控室にしているが、来賓、講師もご案内す



る予定。11 時半頃より理事は研修室にてランチョン会議を開き、開会式に臨む形。一般演題の表彰は
大会長賞、協会長賞、奨励賞それぞれ１名ずつ。今年度は査読点数に加え、査読点数上位 10 演題の発
表を各理事 2 名ずつで採点する形。情報交換会は 70 名の申し込みあり。地域の交流会館で手作りのよ
うな形で参加しやすいようにと考えている。当日、理事の PC を 4 台、大石理事、浦川理事、坂井理
事、森理事から貸し出し。県民公開講座、開会式の参加も促していく。 

２）雲仙市障害支援区分認定審査会委員選定の件について 
   標記について公募を行ったところエントリーはなく、理事会推薦者として三役より浦川理事を推挙。

メールによる理事会回覧審議という形をとり、全会一致で可決承認されたことを報告する。 
３）令和6年度 後期研修について 

   令和 6 年度の後期研修対象者の領域別研修の案内。テーマは整形外科術後の理学療法の進め方と症例
発表のまとめ方、の 2 本。貞松病院の森本先生が講師。8 月 25 日、諫早商工会議所大会議室が会場
で、対面のみの形で開催予定。定員 100名。 

４）啓発事業班と地域局の連係ミスにおいて推進リーダー登録に誤りがあった件について 
   事業名は「元気がいちばんたい！健康まつり」。本来は地域ケア会議推進リーダーだったが、介護予防

の方で登録してしまった。エントリーは 3 名いたが取得されたので問題はなかった。ホームページで
士会指定事業と公募の案内に手違いがあり、参加自体を断念された方もいると思い、5 月 30 日にお詫
びの文書を掲載した。手違いが生じた経緯について、士会指定事業改定の折、介護予防推進リーダー
には健康まつり系を並べた。今回、長崎市健康フェスティバルの名称が健康祭りという名称だったた
め、間違ったと予想。今後確認を怠らず、組織の連携、情報共有を密にしていきたいと反省してい
る。今のところ問い合わせ等なし。 

５）第 21回長崎県ねんりんピック大会 メディカルサポート事業について 
   5 月 11 日に開催。テニス、サッカー、ソフトバレーボールの 3 競技に対応。従来のテニスとサッカー

に加え、途中で急遽ソフトバレーボールも依頼があり、対応した形。8 名のスタッフで計 72 件に対
応。開会式で理学療法士の案内があり、多くの方に来ていただけた。高齢の方にはオレンジのポロシ
ャツが目立ちやすく、ねんりんピックに使える材料と思われた。課題は 3 競技あったので、各会場と
本部の連係ミスがあり、テーピングが用意されていないケースなどがあった。今回から消耗品代は先
方が負担してくれるとの事。 

６）障害者スポーツ九州大会（水泳競技）依頼について 
   5 月中旬に依頼あり。理事会開催が間に合わず、組織運営検討委員会で協議、承認いただいた。予算は

笹原理事に承諾を取り、施行に至った。総会と同日で会員 1 名、事務局の夏井先生、福岡の PT の計 3
名で対応。対応件数は 1件のみ。 

７）「令和 6年度 介護予防・健康増進キャンペーン」のセミナー登録について 

  例年行っている理学療法の日の案内、本年度は 7月 22日ビッグNとスポーツパーク諫早第一野球場で
実施予定。内容はパンフレット、リーフレット、エコバッグの配布。各会場 3 名ずつで 6 名のスタッ
フを予定。エコバッグについて、物価高騰でいつものところでは 18 万円くらいかかるとのことで、相
見積もりの結果、126,280円提示のアスクルさんに注文。 

８）令和 6年度 災害リハビリテーション研修会について 
  5月 18日、佐世保で熊本の佐藤先生を招き研修会を実施。災害リハの基本と実際を解説いただき、小

テストも加え進めた。参加者は PT28名、OT8名、ST6名、看護師 1名。経費は県リハのお金を使わ
せていただいた。第 2部は 1月に REHUGを予定。各地区の研修で災害リハの研修を検討。 

９）自由民主党東京都参議院比例区第三十六支部 政経セミナー参加について 
  6月 1日開催で内容はトリプル改定を踏まえたリハビリテーション政策について。田中先生のご挨拶の

後、PT、OT、ST各協会長よりどのように反映されたのかお話あり。 
１０）「第 3回 西彼西海地区 中学校バスケットボール障害予防ミーティング」について 
   7月 28日開催を候補に詰めている。場所は未定。中学校の部活の形が変わってきており、参加チー

ムも未定。士会指定事業で公募をかける。別件で、ダイハツの健康安全運転講座について、担当の
方から今年も実施したい旨の連絡あり。開催日時は 9月 26日、長崎市目覚町の本店にて。詳細は追
って報告。 

１１）令和 6年度「元気がいちばんたい！健康まつり」事業報告について 
   5月 19日に長崎市民会館地下 1階にて開催。スタッフは公募 3名を含む 10名。内容はロコモチェ

ック、協会のハンドブック配布、フィードバック等実施。会場自体への参加者 130名中 114名がブ
ースに来ていただけた。立ち上がりテストは 40cmと 20cmを準備したが、高齢者が多く 20cmは難
しかった。次回は 30cmを準備する予定。 

１２）令和 6年度 長崎地区第 1回研修会について 
   標記について、呼吸リハビリテーションの実際ということで、田上病院の森下先生に講師を依頼。

実技も含む内容で、医療技術専門学校での対面開催予定。カリキュラムコードは未定。地区研修会
だが 2時間 30分で 2.5ポイント、会費は 2,000円に設定。定員 40名予定。 

（３）その他報告事項 
１）名刺の件について 

名刺の変更、増刷希望の確認。名刺は学会会場で渡すこととする。 
２）全国地域リハビリテーション合同研修大会について 

7 月 27、28 日に全国地域リハビリテーション合同研修大会が開催予定。会場は長崎大学医学部坂本キ
ャンパス。大会長は井口先生、名誉大会長に松坂先生。主催は全国地域リハビリテーション研究会、
全国地域リハビリテーション支援事業連絡協議会。共催はナガサキリハビリテーションネットワー



ク。全国から地域リハに携わる著名な先生も来られる予定。是非多くの会員の方にご参加いただきた
い。 

 ３）佐賀県士会との交流会について 
  先方より打診あり、日程調整した結果 9月 28日の参加率が高かった。9月 28日の予定で打診する。 
４）長崎地域医療国保学会について 
  10 月 26 日開催の国保医療学会に長崎から演者を出す必要あり。テーマが ACP と難しい。がんへの訪

問リハに携わられる小谷先生と大村在宅ケアセミナーで終末期ノートという活動をされている先生に
アプローチすることとする。 

 


